
５・６年生による迫力ある雄和太鼓

「一人一人が大活やく!  笑顔が  かがやく  学習発表会」

戸 米 川 小 学 校

がんばりました�学習発表会 
各校に子どもたちの元気な声がひびきました 10月30日（土曜日）

	平成22年12月20日

Ｎｏ．１１１
	 発	行	 秋田市PTA連合会
	編	集	 総務広報部
	 事務局	 秋田市山王二丁目1‐53山王21ビル内
	 	 ☎8	6	6－2	2	4	8	FAX	8	6	6－2	2	5	2
	 	 E	-		m		a		i			l			:			a	k		i			t	a		p	t	a	@		c	n		a		.		n		e	.		j			p
	 	 h	t	t		p	.//www	.		a	k		i		t	a		-			pt	a		.		j			p/

市Ｐ連シンボルマーク

市 Ｐ 連 だ よ り

子どもたちが新世紀の担い手として成長してくれる

ことを願い、「あきたっ子」としました。

◇学習発表会の様子…………………………………１

◇ＰＴＡ東北大会ＰＲ………………………………２

◇東北ＰＴＡ連絡協議会 会長表彰 受賞校から…２

◇スナップあきたっ子　拡大版……………………３

◇「かづの大会」に参加して………………………４

◇生活安全部の活動報告……………………………４

◇私たちの地域と活動………………………………５

◇平成22年度　球技大会結果報告…………………６

◇表紙写真説明………………………………………６

◇あとがき……………………………………………６

目　次

クラブ活動の発表から「河辺太鼓」

「河小40周年　輝く笑顔　心あわせて」

河 辺 小 学 校

全校群読「だいじょうぶはおまじない」

光のタイム　一人一人の夢　「絆」

旭 川 小 学 校
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　第43回東北ブロック研究大会が、いよいよ来年、
ここ秋田県で開催されます。
　今大会のスローガンは、

美の国 詩の国 秋田で語ろうＰＴＡ
　～子どもたちのために　いまできること

　これからのこと～
となっており、ＰＴＡの組織や運営、子どもの健康
と安全に関する教育など、様々なテーマについて語
り合う分科会と、記念講演が楽しみな全大会との２
部構成で開催され、東北各地より約2,000名の方が参
加される予定です。
　秋田県らしいおもてなしの心を持って、参加され
る皆さんに、「この大会に参加して、秋田に来て良
かった」と思っていただけるような大会にしようと、
全大会を担当する秋田市ＰＴＡ連合会でも準備を進
めているところです。大会の成功に向けて、会員の
皆様からのご協力をよろしくお願いいたします。

東北PTA連絡協議会　会長表彰　受賞校 ９月12日（日）

　この度、東北ＰＴＡ表彰を受賞することができたこと
は、会長の任を仰せつかっている自分にとっては喜びよ
りも驚きが大きく、非常に光栄であるとともに比例した
責任が圧し掛かります。
　本校は緑豊かな地域であり、四面田園に囲まれた穏や
かな地域です。小規模校であり、数年前に複式学級も経
験しています。児童数が少ないということは当然保護者
も少ない状況であり、限りなく一人一役に近いものがあ
ります。保護者個々人が児童への想いや希望を胸に日々
の活動に繋げることでＰＴＡ各事業がスムーズで効果的
に運営できています。この団結した姿勢は一会員として
心より嬉しく思います。
　児童の登下校や校外学習では、地域性が色濃く関わり
ます。児童はランドセルに大きな鈴を付け、リンリンリ
ンの音とともに登下校します。山に囲まれた地域で季節
によって熊の出没という驚異にさらされます。地域の諸
先輩の大多数は「太平小学校見守り隊」に入隊いただき、
児童の安全を担保してくれます。登下校する児童に「気
をつけてまっすぐ帰れな」と声をかけてくださいます。
地域全体が児童を皆の宝であるかのように、大切に育む
ぬくもり溢れる地域です。
 また、大門校長先生を中心とした教職員が一体となって、
学校教育「かしこく・やさしく・たくましく～元気に登
校、笑顔で下校～」を掲げ、目標の一つ一つを具現化し
児童の個々人の特徴を踏まえ、
普段の関わりの中から自主性
を重んじた教育を施してくれ
ます。
　この恵まれた環境にて過ご
せることを感謝しつつ、東北
ＰＴＡ表彰受賞校に恥じない
よう、今後もＰＴＡ会員の一
員として努力いたします。

　東北ＰＴＡ表彰受賞の喜び
秋田市立太平小学校　　　
ＰＴＡ会長　飯塚　喜弘　

みんなでＰＴＡ東北大会を盛り上げよう

　この度、東北ＰＴＡ連絡協議会より会長表彰を
いただきました。特別なことをしている訳でもな
くこのような表彰を受けることに戸惑いもありま
したが普段の地道な活動が評価されたものと思い
会員一同喜んでおります。
　輝流ＷＡＶＥ（学校公開）において生徒と交流
の場としてのお茶席体験コーナーは地域の皆様の
ご協力のもと長年続けておりますが、お手伝いく
ださる地域の方も生徒たちにも大変好評です。
　又、ＰＴＡ会員による声かけ運動や、巡回指導
の効果もあり毎朝生徒たちの元気なあいさつを聞
くことが出来ます。
　誰にでも出来るちょっとしたことの積み重ねが
大事だと実感しております。歴代役員、会員の皆
様、これを継続している現会員の皆様のお陰と
思っております。
　最後にこの度の表彰に際しまして市Ｐ連の会長
はじめ多くの方々のお世話になりましたことに感
謝申し上げます。

　会員の皆様に感謝
秋田市立将軍野中学校　　　

ＰＴＡ会長　鎌田　　悟　

★開催期日　分科会　平成23年９月17日（土）
　　　　　　全大会　平成23年９月18日（日）

★会　　場　分科会　秋田市以外の県内６会場
　　　　　　全大会　秋田市文化会館

事務局長　伊　藤　　　仁

「八戸大会」（９月12日）にて　秋田県大会のＰＲをしました
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７月７日（水）
「ＰＴＡ主催　第４回『親子作品制作』」

　今回は、秋田「杉の子クラブ」の方に、ご指導いただ
き杉の間伐材を利用した『箸作り』を全校生徒と保護者、
先生全員が世界に一つのマイ箸を親子協力し、ヤスリで
削って立派に仕上げ、とても良い思い出になりました。

９月24日（金）　「朝の交通安全声掛け運動」
　「おはようございます。交通安全にご協力お願いいた
します。」地域の方々に日頃の感謝を込めて、飲料水と
生徒の手作りしおりを運転手に手渡しして交通安全の声
掛けを毎年生徒とＰＴＡが協力して行っています。

	 ▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷	 太平中学校	 ◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁

10月５日（火）　「なべっこ集会」
　河辺小学校では、毎年なべっこ集会を１～６年生までが混じった縦割りグループで実施しています。食中毒などを
出さないために、子どもたちは材料を切ったりせず、地元スーパーの協力で続けています。メニューはきりたんぽや
豚汁。鍋に下ごしらえされた材料を入れて煮込むだけですが、この日は給食を止めていますから、調理担当の高学年
は真剣そのもの。外で食べるお鍋はとにかくおいしい。満足・満腹のなべっこ集会です。

	 ▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷	 河辺小学校	 ◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁

	 ▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷▶▶▷	 桜小学校	 ◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁◀◀◁

10月14日（木）「全校清掃活動」
　校庭やグランド、いつも遊んでいる公園、通学路を地
域の方々の協力を得ながら行いました。今年から単独で
実施し、きれいにすることの気持ちよさを味わいました。
高学年はリーダーとしてゴミ分別をしました。

10月17日（日）「桜小まつり」
　昨年は、インフルエンザ流行のため中止となった桜小
まつりですが、今年は子どもたちをはじめ、保護者や地
域の方々がたくさん来場され楽しいひとときを過ごしま
した。
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「
こ
こ
ろ
豊
か
に
た
く
ま
し
く
～
明
日
を
力
強
く
生
き

抜
く
子
ど
も
た
ち
～
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第

三
十
六
回
秋
田
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
「
か
づ
の
大
会
」
が
、

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、
県
内
各
地
か

ら
五
百
余
名
の
参
加
者
が
湯
瀬
ホ
テ
ル
に
集
結
し
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
分
科
会
Ⅰ
で
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
考
え
る
環
境
教

育
～
と
っ
て
も
身
近
な
ｅ
ｃ
ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
」
と

題
し
、
自
然
の
も
の
は
自
然
へ
返
す
「
善
循
環
」
の
重
要

性
を
学
び
、
身
近
な
環
境
問
題
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
考
え
よ
う

と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

分
科
会
Ⅱ
で
は
「
子
ど
も
た
ち
の
ケ
ー
タ
イ
利
用
の
本

当
の
リ
ス
ク
～
い
ま
、
保
護
者
が
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
～
」
と
題
し
、
子
ど
も
た
ち
の
携
帯
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
を
交
え
な
が

ら
、
子
ど
も
を
危
険
か

ら
守
る
た
め
、
親
と
し

て
も
最
新
の
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要

と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
、
時
代
に

即
応
し
た
テ
ー
マ
と

あ
っ
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

二
日
目
の
全
大
会
で

は
、「
子
ど
も
を
叱
れ

な
い
大
人
た
ち
へ
」
と

い
う
演
題
で
、
落
語
家

の
桂
才
賀
氏
（
昭
和
五
十
五
年
か
ら
八
年
間
、
人
気
テ
レ

ビ
番
組
「
笑
点
」
の
大
喜
利
に
出
演
）
の
基
調
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

落
語
家
で
あ
り
な
が
ら
、
法
務
省
少
年
院
篤
志
（
と
く

し
）
面
接
委
員
と
い
う
肩
書
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

少
年
院
を
二
十
年
間
慰
問
し
続
け
て
い
ま
す
。
落
語
を
聞

か
せ
な
が
ら
少
年
た
ち
を
指
導
し
、
ま
た
非
行
の
根
底
に

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
講
演
活
動
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
怒
る
」
と
「
叱
る
」
の
違
い
に
つ
い
て
の
話
で
は
、「
怒

る
」
と
は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
ず
感
情
に
ま
か
せ
て
一

方
的
に
ど
や
し
つ
け
る
こ
と
で
、「
叱
る
」
と
は
、
相
手

が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
を
考
え
た
上
で
、
正
し
い

方
向
に
導
く
た
め
に
忠
告
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
こ
と
を

聞
き
、
親
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
に
接
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
け
取
る
人
に
よ
っ
て
解
釈
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
、
子
ど
も
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
必
要
な
と
き

に
「
叱
る
」
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
素
直
に
感
じ
ま
し
た
。

重
い
テ
ー
マ
を
笑
い
あ
り
涙
あ
り
で
、
聞
き
入
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

「
か
づ
の
大
会
」
に
参
加
し
、
両
日
と
も
大
変
貴
重
な

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
一
堂
に
会
し
行
わ
れ
た
情
報
交
換
会
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
会
員
同
士
の
交
流
が
存
分
に
図
ら
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

参
加
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

生
活
安
全
部
は
、
子
ど
も
の
安
心
安
全
に
関
す
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
研
修
会
を
主
体
と
し
て
、
子

ど
も
と
接
す
る
様
々
な
お
仕
事
の
方
々
か
ら
お
話
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

七
月
に
は
「
少
年
の
行
動
か
ら
見
る
問
題
点
と
地
域
の

役
割
」
に
つ
い
て
秋
田
臨
港
警
察
署
か
ら
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
十
二
月
に
は
「
秋
田
市
に
お
け
る
携
帯

の
ト
ラ
ブ
ル
や
現
状
」
に
つ
い
て
秋
田
市
教
育
委
員
会
か

ら
、
ま
た
「
児
童
虐
待
の
防
止
」
に
つ
い
て
秋
田
市
子
ど

も
未
来
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
親
が

知
っ
て
い
そ
う
で
知
ら
な
い
「
子
ど
も
た
ち
の
今
」
に
つ

い
て
考
え
を
深
め
る
研
修
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
会
の
際
に
行
う
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
情
報

交
換
は
、
生
活
安
全
部
な
ら
で
は
の
活
動
で
す
。
地
区
が

か
か
え
る
問
題
を
み
ん
な
で
協
議
し
、
意
見
交
換
を
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
大
き
な
組
織
を
活

か
し
、
子
ど
も
の
安
心
安
全
を
進
め
る
有
意
義
な
活
動
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

安
心
安
全
の
た
め
の
研
修
会

生
活
安
全
部
担
当
副
会
長　

田　

村　

浩　

喜

（
川
添
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

生
活
安
全
部
の
活
動
報
告

　

「
か
づ
の
大
会
」
へ
参
加
し
て

総
務
広
報
部
担
当
副
会
長　

渡　

邉　

一　

幸　

（
上
新
城
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）　

12月２日　生活安全部部員研修会
情報提供 
「秋田市におけるケータイの現状と諸
問題について」 

秋田市教育委員会学校教育課より

講　　話 
「児童虐待防止について」 

秋田市子ども未来センターより
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私　た　ち　の　地　域　と　活　動
　

旭
川
小
学
校
は
、
豊
か
な
自
然
と
緑
に
囲
ま
れ
た
市
内
で
も
有
数
の
広
い
学
区
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
、
元
気
に
登
校
し

て
お
り
ま
す
。

　

十
月
十
六
日
（
土
）
、
地
域
住
民
と
の
交
流
、
ま
た
親
子
の
親
睦
を
目
的
に
、
ご

み
を
拾
い
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
「
第
二
回
旭
川
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
、
約
二
三
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
来

で
あ
れ
ば
第
三
回
目
と
な
る
は
ず
で
し
た
が
、
昨
年

は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
に
よ
り
断
念
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
日
は
、
出
発
前
に
強
い
雨
に
降
ら
れ
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
天
候
の
回
復
を
期
待
し
予
定
通

り
決
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
目
的
地
の
旭
川

河
川
公
園
に
到
着
す
る
頃
に
は
実
行
委
員
の
思
い
が

通
じ
た
の
か
、
空
は
か
ら
り
と
晴
れ
渡
り
ま
し
た
。

早
速
、
秋
田
市
環
境
部
の
職
員
に
よ
る
ご
み
の
分
別

講
習
会
が
行
わ
れ
、
市
の
ご
み
減
量
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

エ
コ
ア
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
。
そ
の
後
ヤ
マ
メ
の
放
流
を
し
て
、
地
区
振
興
会

の
皆
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
豚
汁
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
、
多
く
の
地
域

の
方
に
も
周
知
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
地
域
・
家

族
の
絆
が
深
ま
る
良
い
足
が
か
り
に
な
っ
た
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
旭
川
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー

ク
を
継
続
し
て
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

秋
田
市
雄
和
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
戸
米
川
小
学
校
は
、
校
歌
に
も
歌
わ

れ
て
い
る
「
高
尾
山
」
と
「
雄
物
川
」
に
囲
ま
れ
た
田
園
風
景
の
広
が
る
場
所
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
自
然
あ
ふ
れ
る
環
境
を
い
か
し
、
今
年
度
は
学
校
近
く
の
田
や
畑
で
「
田
植

え
」
や
「
稲
刈
り
」
、「
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
」
等
を
子

ど
も
た
ち
が
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
先
生
役
や
お
手
伝
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
が
、
祖
父
母
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

方
々
で
す
。
農
業
を
初
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
の
強

い
味
方
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
し
、作
業
を
通
し
て「
食

の
大
切
さ
」
や
様
々
な
事
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
番
の
ふ
れ
あ
い
の
場
は
小
学
校
の
運

動
会
で
す
。
九
月
に
行
わ
れ
る
運
動
会
は
地
域
と
共

催
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
種
目
だ
け

で
な
く
、
老
若
男
女
全
員
が
参
加
で
き
る
競
技
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
「
戸
米
川
」
に
ひ

と
つ
に
ま
と
ま
る
行
事
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
様
々
な
交
流
の
場
や
活
動
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
通
じ
地
域
の
優
し
さ
を
受
け
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
く
れ
れ
ば
と
、
そ
し
て
そ
の

優
し
さ
や
想
い
を
、
次
の
「
戸
米
川
っ
子
」
に
繋
げ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

旭
川
小
学
校

　
　
　
　

旭
川
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
ク

旭
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

池　

田　

英　

実

東部地区

　
　
　

戸
米
川
小
学
校

　
　
　
　
　

地
域
の
中
に
「
戸
米
川
っ
子
」

戸
米
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

石　

井　

直　

樹

河辺
雄和地区
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○
ゴ
ム
バ
レ
ー
の
部

〈
小
学
校
の
部
〉

優　

勝　

八
橋
小
学
校

準
優
勝　

土
崎
南
小
学
校

第
三
位　

広
面
小
学
校

〈
中
学
校
の
部
〉

優　

勝　

泉
中
学
校

準
優
勝　

将
軍
野
中
学
校

第
三
位　

勝
平
中
学
校

○
ビ
ニ
ー
ル
バ
レ
ー
の
部

〈
小
学
校
の
部
〉

優　

勝　

土
崎
南
小
学
校

準
優
勝　

飯
島
小
学
校

第
三
位　

広
面
小
学
校

　
　
　
　

下
新
城
小
学
校

〈
中
学
校
の
部
〉

優　

勝　

城
南
中
学
校

準
優
勝　

飯
島
中
学
校

第
三
位　

秋
田
東
中
学
校

　
　
　
　

御
野
場
中
学
校

○
革
バ
レ
ー
の
部

〈
小
学
校
の
部
〉

優　

勝　

勝
平
小
学
校

準
優
勝　

広
面
小
学
校

〈
中
学
校
の
部
〉

優　

勝　

御
野
場
中
学
校

準
優
勝　

山
王
中
学
校

第
三
位　

城
南
中
学
校

〈
小
学
校
の
部
〉

優　

勝　

仁
井
田
小
学
校

準
優
勝　

日
新
小
学
校

第
三
位　

高
清
水
小
学
校

　
　
　
　

飯
島
南
小
学
校

〈
中
学
校
の
部
〉

優　

勝　

桜
中
学
校

準
優
勝　

秋
田
東
中
学
校

第
三
位　

土
崎
中
学
校

　
　
　
　

飯
島
中
学
校

　

初
め
て
本
誌
の
編
集
に
携
わ

り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
手
を

借
り
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
の

詰
ま
っ
た
「
あ
き
た
っ
子
」
を

作
り
あ
げ
る
充
実
感
を
味
わ
う

事
が
で
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。飯

島
中
学
校
（
総
務
部
長
）

秋
元
真
智
子

平
成
二
十
二
年
度
　
球
技
大
会
結
果
報
告

八橋小学校泉中学校

土崎南小学校城南中学校

勝平小学校

御野場中学校

あ

と

が

き

　

日
々
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
表
紙
写
真

に
は
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
く
、
学
習
発

表
会
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

各
校
の
特
色
を
い
か
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
、
全
校
生
徒
の
思
い
を

込
め
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ 

が
自
分
の
役
割
を
こ
な
し
、
一
生

懸
命
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
感
激

し
た
皆
様
も
多
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

地
域
の
『
あ
き
た
っ
子
』
た
ち

が
、い
つ
し
か
世
界
の『
あ
き
た
っ

子
』
に
は
ば
た
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　
表
紙
写
真
説
明

■
九
月
四
日（
土
）

第
四
十
七
回 

秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
＝
秋
田
市
立
体
育
館

革
ボ
ー
ル
＝
茨
島
体
育
館

■
九
月
十
八
日（
土
）・
十
九
日（
日
）

　
第
六
十
三
回 

秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
睦
野
球
大
会

秋
田
市
向
浜
四
面
球
場

仁井田小学校

桜中学校


